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１.はじめに

　熊本高等専門学校は、平成21年10月の高度化再編に伴い、

熊本キャンパスと八代キャンパスでは、これまで4学科ず

つ合計8学科が3学科ずつ合計6学科になり、入学定員が大

幅減となった。同時に入試選抜システムも変更され、希望

すれば第6志望での入学も可能になり、建築社会デザイン

工学科（以下、AC 科）では、第2志望～第6志望の学生が

過半数を超えて入学してきた。このことから、今後、技術

者を目指して学習に取り組むなかで、クラス内で学びの意

欲に差があることが想定された。

　一方、最近の学生は、自己概念（自我意識）を豊かにし

ていこうとする意識が弱くなっていると言われており、こ

れが自己実現意欲を弱める作用となり、学習意欲を低下さ

せることに繋がると指摘されている
1）
。これらを育てるた

めには、学生の学びに対する意欲を高め、考える力を育て

ることが必要である。社会での自己実現を目指すためには、

仕事観、職業観などの価値観の形成に関わる取り組みを通

して、「学び」の価値を考えさせることも重要である。

　以上の問題を踏まえて、AC 科1期生（平成22年度入学

生）から、毎年、初年次クラスに対して、学びの意欲や自

己肯定感を高めるための必要な取り組みとして特別講演を

3回実施し、学生の意識調査を行ってきた。著者ら
2）～5）

は

これらの初年次教育の効果について、論文集「高専教育」

や全国高専教育フォーラムで、自己肯定感や学ぶ意欲の向

上に大いに役立ったことを報告している。

　そこで、本論文では AC 科1期生から3期生までの3年間

の学生意識の調査データを整理、比較することで、それぞ

れのクラスの学びの意欲や意識の違いを明らかにする。特

に、志望順位が学びの意欲や勉強の目的、学年末試験の成

績などにどのような影響を及ぼしているのかを比較すると

ともに、初年次クラスの意識が望ましい結果に結びついた

担任の指導例を報告する。

２.学生意識調査の内容と方法

　調査項目は表1の通り、学生の自己肯定感や自己効力感、

未来展望、自己研鑽などの内容としている。調査方法は入

学後（6月）と学年末（3月）の2回実施し、初年次教育と

して実施した取り組みの評価を、学生意識の変化により確

認した。なお、設問 E は学年末の3月に追加した質問であ

り、学びの成果や自己点検に関する内容になっている。

　表2は AC 科 H22年度（1期生）から H24年度（3期生）

の志望順位と人数（割合）を示している。1期生では第1志
望の割合が約42％であり、半数以上は第2～第6志望を占め
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る。2、3期生になると第1志望が過半数を超えるものの4割
以上は第2～第6志望である。このようにクラス構成として

は志望順位が1位以外の学生が非常に多い現状を考慮する

と、学生の個性を多面的に把握することは重要である。

３.学びの意欲を高めるための特別講演

3.1　特別講演の意義

　社会的自己実現を目指すためには、仕事観、職業観など

価値観の形成に関わる取り組みを通じて、「学び」の価値

を考えさせることが必要である。山田
6）
は、学習意欲を向

上させる取り組みとして、初年次教育として将来の技術者

のイメージを作る「技術者の仕事」についての講義を行い、

有効であったことを述べている。市川
7）
によると、人間力

とは、「社会を構成し、運営するとともに、自立した一人

の人間として力強く生きていくための総合的な力」と述べ

ている。これらの成果や考え方を参考にすれば、今回の

「特別講演」の初年次教育としての意義は、以下のように

まとめることができる。

　（1）高専学科帰属意識を育て、将来の姿をイメージさせ

て、学習意欲、社会参加意欲を高める。

　（2）明るい未来展望や自己肯定感を意識させて、目的達

成意欲を向上させる。

　（3）講演を聴講させ、その主な内容を記録させることに

よって、文章表現力、論理的思考力、コミュニケー

ション力を育てる。

3.2　特別講演の内容

　特別講演は、毎年同じ内容で全3回実施した。時期は後

期の10月～2月で、それぞれの順番は年度によって異なる。

詳細については、論文集「高専教育」など
2），5）

を参照され

たい。

（1）「学びの意欲を高めるための脳科学の基礎知識」

　　講演者：永江誠司（福岡教育大学教授）

（2）「建設技術者に必要な資格について」

　　講演者：谷口徹也（本校 OB、西日本高速道路エンジ

ニアリング九州株式会社）、谷口規子（本校

OG、株式会社ビルド総合設計）

（3）「高専教育の特色、OB・OG メッセージ」

　　講演者：中村裕一（建築社会デザイン工学科教授）

４.学びの意欲に関する学生意識と変化

4.1　特別講義の学生評価

　3回の特別講演が、学生の学びの意欲を高めることがで

きたかを知るためにアンケート調査を行った。その結果を

図1に示している。これは1期生の回答であるが、それぞれ

の特別講演において、Yes と回答した学生の割合が多い。

特に、本校 OB、OG による「建設技術者に必要な資格に

ついて」の講演の効果は高いことから、卒業生自身が語る

生の声は、建設技術者としての自己実現、仕事観、職業観

などの価値観の形成や資格取得を通した目的達成意欲の向

上、つまり明るい未来展望を意識させることに役立ってい

表１ 学生意識調査の内容

設問 A 現在の若者は自己肯定感・自己効力感（取り巻く環境の中での

自己に対する信頼感やストレスに対して対応できる資質）に乏

しいと言われているが、高専生である君はどうか？

A-1
A-2

自分の存在を価値あるものとする意識がある。

将来の技術者として、自分の姿がイメージ出来る。

設問 B 明るい未来展望を持つことは成長する原動力となると思われる

が、どうか？

B-1
B-2
B-3

自分の明るい未来展望は有している。

日本の未来に明るい展望を有している。

自分や社会の未来を明るくするためには、どの様な生き方をど

うすれば良いか ?

設問 C 学びに対する意識も成長のための力を出す。高専生としての勉

強感はどうか？次に示す「勉強する目的」について、優先順位

を示す番号を、1～5で（　　）に記入せよ。

C-1
C-2
C-3
C-4
C-5

単位を修得し、卒業するため

技術者としての自分の価値を高めるため

就職内定を得るため

親のため

社会に役立つため

設問 D 「大学全入時代」と言われる今日において、技術者を目指す学生

の意識が非常に重要となる。技術者を目指す若者として、「一流

意識：自己の能力を信じ、研鑽して指導的役割を果たすことの

出来る技術者となる意識」を持つことが大切であると考えるが、

大学受験などで言われる「学生の偏差値意識」が技術者教育の

課題として上がっている。

D-1
D-2
D-3

高専受験時に、偏差値を意識したか？

高専生として、偏差値を意識することはあるか？

将来の自分につながる学びが出来ているか？

設問 E 高専入学してから、早くも1年が経過した。この1年間の学びの

成果、自己の成長を自己点検してほしい。以下の回答をお願い

したい。二者択一の場合は○を記入すること。どちらでもない

場合は、無記入とすること。

E-1
E-2
E-3

高専で学ぶことが出来る喜びを感じているか？

ＡＣ科の特色や教育内容についての理解は深まったか？

ＡＣ科で学ぶ意欲は高まったか？

表２　志望順位と人数（割合）

年度（期） 人数
第1志望

（割合）

第2～第6志望

（割合）

H22（1期生） 43人 18人
（41.9%）

25人
（58.1%）

H23（2期生） 44人 25人
（56.8%）

19人
（43.2%）

H24（3期生） 43人 25人
（58.1%）

18人
（41.9%）

図1　特別講演の学生評価（1期生）
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ると思われる。

4.2　学生意識変化の年度比較

　3回の特別講演を通した学生意識の変化を、設問別に整

理した結果を図2～図6に示す。調査は入学後（6月）と特

別講演実施後の学年末（3月）である。

　まず、図2は、設問 A-1「自分の存在を価値あるものと

する意識がある」の変化を示している。どの年度において

も入学後よりも学年末の方が Yes と答えた学生が多く、自

己肯定感が育っていることがわかる。しかし、1期生は、

他に比べて入学時から低く、学年末でも31％が No と回答

している。一方、3期生は入学時から Yes が70％、学年末

には86％が Yes と回答している。

　このように、1期生の学生意識が低く、3期生ほど高くな

る傾向は、図3の設問 A-2「将来の技術者として、自分の

姿がイメージ出来る」の変化、図4の設問 B-1「自分の明

るい未来展望を有している」の変化、図5の設問 B-2「日

本の未来に明るい展望を有している」の変化、図6の設問

D-3「自分の将来につながる学びができているか」でも確

認できる。これらの主な原因は、表2で示したように、入

学志望順位が、1期生では第2～第6志望の学生がクラスの

58％を占めていることで、自己肯定感や自己効力感が持て

ず、自分の将来像が描けない学生が多いからだと思われる。

しかし、学年末にはいずれの設問でも Yes の割合が伸びて

いることから、将来に向けて頑張ろうとする意欲が育って

いることがわかる。
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図2　設問 A-1「自分の存在を価値あるものとする意識が

ある」の変化

（a）平成22年度（1期生） （b）平成23年度（2期生）

（c）平成24年度（3期生）

図3　設問 A-2「将来の技術者として，自分の姿がイメー

ジ出来る」の変化

（a）平成22年度（1期生） （b）平成23年度（2期生）

（c）平成24年度（3期生）

（a）平成22年度（1期生） （b）平成23年度（2期生）

（c）平成24年度（3期生）

図4　設問 B-1「自分の明るい未来展望を有している」の

変化
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4.3　志望順位別にみた学年末試験の成績

　第1志望で入学できた学生の割合がクラスの過半数を超

えない場合と超えた場合では、クラス全体が学習に向かう

雰囲気にも影響を及ぼすと思われる。そこで、学年末試験

の成績を年度別にまとめると表3のようになる。クラスの

平均点は、予想通り第1志望入学生の割合が少ない方がク

ラス平均点は低い。また、第1志望グループと第2～第6志
望グループで平均点を比較すると、1期生、2期生は後者の

平均点が低いが、3期生は両者に殆ど差がない。2期生と3
期生は第1志望の割合もほぼ同じであり、4.2で示したよう

に学生意識もほぼ同じ割合で変化していたことからみると、

3期生の第2～第6志望グループの平均点の高さは非常に興

味深い結果を示している。この理由については後で考察す

る。

4.4　「勉強の目的」の優先順位

　実践的かつ創造的技術者を育成するためには、学生の学

びに対する意欲を高め、考える力を育てる取り組みが求め

られる。入学生にとって高専は、早期の専門教育で高度な

技術を学べ、就職率が高いことが最大の魅力であることは

学内アンケートの結果からも窺える
8）
。それ故、志望順位

は学びの目的や意欲に大きく関係している。そこで、設問

C「勉強の目的」の優先順位の回答を、第1志望と第2～第

6志望に分けて年度別に比較した結果（3月調査）を図7～
図9に示す。

　図7の1期生の特徴としては、（a）第1志望のグループは

C-2の“技術者としての自分の価値を高めるため”、C-1の
“単位を取得して卒業するため”、C-3の“就職内定を得る

ため”が多い。（b）第2～第6志望のグループは、その3項
目が多く、なかでも C-1が最も多いことから、単位をとっ

て卒業ができれば良い、との消極的な目的になっている。

一方、C-5の“社会に役立つため”は両グループ合わせて

も3名しかいない。

　図8の2期生は、（a）第1志望のグループは C-2の“技術

者としての自分の価値を高めるため”が飛び抜けて多く、

次に C-1、C-3の順に多い。（b）第2～第6志望のグループは、

1期生と同様に C-1、C-3が多く、異なる点としては C-5が
多いことである。

　図9の3期生は、（a）第1志望のグループは2期生とほぼ同

じ傾向にあり、C-2が最も多く、次に C-5の“社会に役立

つため”が多いことに特徴がある。これは、（b）第2～第6
志望のグループにも出ており、第1志望と同じような傾向

になっている。つまり、両グループの「勉強の目的」の傾

向が同じで、1期生や2期生とは異なっている。特に、C-5
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表3　年度別の学年末試験の成績

年度 クラス平均点
第1志望の

平均点

第2～第6志望の

平均点

H22（1期生） 77.8 81.0 75.5

H23（2期生） 81.3 83.0 77.5

H24（3期生） 83.2 83.2 83.1
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はなく、自分が技術を身に付けて、社会に貢献したいとの

意識を持っている学生が多いことがわかる。C-2と合わせ

ると29名となり、クラスの67％が将来を見据えた学びの意

識を持っている。これらが、先に述べたように、3期生が

学年末成績において、第2～第6志望のグループであっても

第1志望とほぼ同じ平均点を取っていることの理由の一つ

と思われる。

4.5　志望順位と「AC 科の理解と学ぶ意欲」

　設問 E では、1年生を修了するにあたり、AC 科の特色

や教育内容の理解、さらに AC 科で学ぶ意欲について聞い

ている。ここでも志望順位グループ別と年度別を比較した

結果を示す。

　図10～図12は、設問 E-2「AC 科の特色や教育内容につ

いての理解は深まったか」の回答である。1期生から3期生

のいずれも、志望順位に関係なく理解は深まったと答える

ものが多い。

　一方、設問 E-3「AC 科で学ぶ意欲は高まったか」につ

いては、図13～図15に示すようにいくつかの特徴がある。

特に、1期生については、志望順位が第2～第6志望のグ

ループにおいて No やどちらでもないと回答した学生の合

計が半数おり、1年生を修了する時期になっても帰属学科

に対して学ぶ意欲が出ていないことがわかる。2期生、3期
生については、志望順位が第2～第6志望であっても、それ

ぞれ88％、94％の割合で学ぶ意欲が高まっている。つまり、

初年次教育の効果があったと判断される。

　このように第1志望以外で入学する学生、いわゆる不本
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図9　3期生の志望順位と「勉強の目的」（3月調査）
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に、1 期生については、志望順位が第 2～第 6 志望のグルー

プにおいて No やどちらでもないと回答した学生の合計が

半数おり、1 年生を修了する時期になっても帰属学科に対し

て学ぶ意欲が出ていないことがわかる。2 期生、3 期生につ

いては、志望順位が第 2～第 6 志望であっても、それぞれ

88％、94％の割合で学ぶ意欲が高まっている。つまり、初

熊本高等専門学校 研究紀要 第 5 号（2013） 

（a）第1志望 （b）第2～第6志望

図10　1期生の志望順位と「AC 科特色の理解」

（a）第1志望 （b）第2～第6志望

図11　2期生の志望順位と「AC 科特色の理解」

（a）第1志望 （b）第2～第6志望

図12　3期生の志望順位と「AC 科特色の理解」

（a）第1志望 （b）第2～第6志望

図13　1期生の志望順位と「AC 科で学ぶ意欲」

（a）第1志望 （b）第2～第6志望

図14　2期生の志望順位と「AC 科で学ぶ意欲」

（a）第1志望 （b）第2～第6志望

図15　3期生の志望順位と「AC 科で学ぶ意欲」
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意入学とされる学生については、1期生のようにクラスの

過半数（58％）を超えている場合には、クラスを学ぼうと

する雰囲気に向けることが難しいことを示唆している。学

生意識調査の自由記述欄に、“第1志望の人が少ないせいか、

やる気のない人も多いと思う。そういう姿をみるとイライ

ラする。”と書いていた学生もいたことからも、その状況

を窺い知れる。高専生活のスタート学年において、このよ

うな問題を最小化するためにも、自己肯定感や自己効力感、

明るい未来展望などを抱かせる初年次教育の重要性が認め

られる。

５.学ぶ意欲を高める担任指導の一例

　入学者選抜を行い、第1志望以外の学科に入学できるシ

ステムがある以上、不本意入学者が入ってくることは避け

られない。入学した学科に興味を持ち、自分の学びを深め、

技術者の価値を高めてもらうにはどうすればよいのだろう

か。それには、このような初年次教育に加え、1年生担任

の取り組みも重要と思われる。ここでは、第2～第6志望で

あっても学びの意欲が高く、学年末成績が第1志望グルー

プとほぼ同じであった3期生の担任の取り組みを紹介する。

　まず、個人面談は年4回実施した。第1回は4月13日～27
日、第2回は7月4日～17日、第3回は10月2日～12日、第4回
は1月8日～18日に行った。これは1人あたり15分を目安に、

勉強への取り組み、生活状況などについて、“学生自身に

話してもらうこと”を心がけて実施したものである。

　次に、「勉強の仕方」研究会と題して、“学生自身”が勉

強の仕方を考えるとともに、教員との交流促進を目的とし

て実施した。まず趣旨説明を行い、グループに分かれ、教

員へのインタビューを行い、終了後、学生全員が報告書を

作成し、グループによる発表会での報告を行った。報告書

は、教員にフィードバックした。高専生活を有意義なもの

とするための“人間関係を形成”できるように、そのきっ

かけとなるように配慮した。

　担任指導は以上であるが、1年担任が情報を共有し、共

通の取り組みができたこと、また、教科担当者やクラブ顧

問との情報交換が円滑に行えたことも有効であった。

６.まとめ

　本論文では、1期生から3期生までの3年間の学生意識の

調査データを整理、比較することで、それぞれのクラスの

学びの意欲や意識の違いを考察した。以下に、主な結論を

述べる。

1）アンケート結果より、1期生から3期生のいずれのクラ

スでも入学時よりも学生意識が向上しており、初年次

教育の効果を確認できた。

2）3年間の学年末試験の成績比較では、第1志望の入学者

が過半数を下回った1期生が最も低い。2期生、3期生は

第1志望の割合は過半数を超えていたことから、クラス

平均点は高くなっているが、第2～第6志望の成績に差

異があり、3期生では第1志望とほぼ同じ平均点であっ

た。

3）「勉強の目的」の優先順位において、1期生は第2～第6
志望のグループが“単位を取得して卒業する”の割合

が多い。3期生は、同グループでも“技術者としての自

分の価値を高める”や“社会に役立つ”との意識が多

かった。これは、学年末成績にも関連しており、目的

意識の違いがその要因であると推察される。

4）「AC 科の理解」は志望順位に関係なく理解されている

が、「AC 科で学ぶ意欲」については、1期生の第2～第

6志望のグループで低く、クラス内の学ぶ雰囲気に影響

を及ぼしていたと思われる。

5）3期生1年生担任の指導例として、学生自身に語らせる

個人面談（年4回）、高専での勉強方法を考えさせ、さ

らに教員との交流促進を狙った勉強の仕方研究会など

が学生意識の変化や学習意欲向上につながったことを

紹介した。
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